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要旨
　
改革開放後の八〇年代、特にその前半は日中関係の蜜月で
あった。そのような気運の中、中国では二回目の日本文学翻訳ブームが到来し、中でも推理小説の翻訳が顕著であった。本稿では、まず国内外の社会的、文学的状況と八〇年代全体の翻訳出版動向を把握 その上で 推理小説が当時の中国に受容された諸要素に焦点を当てて考察を行った。文革から改革開放への移行期にあった七〇年代では 出版界は外国文学の輸入に慎重な姿勢を保っており 日本作品 輸入とは資本主義批判が見られるような作品に絞っ いた。一般読者たちの見た日本文学像も、国 影響された価値観で評価しようとした作品群によってイメージされたも に過ぎず、資本主義国の文学に対して持 い 従来の意図性と先入観の制約から抜け出せなかった。　
このことを背景に、本稿では八〇年代の中国における日本
推理小説の人気急騰を導いた諸要素を精査し 上、受容像から映し出される一般読 における長年抑えられてきた民主、自由への憧れを見ようとした。そこ は、 「個」と「集団」「個人」と「国」との向き合い方に混迷しながらも徐々に目を個人側に向け始める読者 素朴な模索がありつつ、七〇年代から引き継がれる、文学作品に社会的関与を強く要請する読
書慣習から抜け出すには至らなかった。
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おわりに
はじめに
　
先に発表した小稿「中国における日本近現代小説の受容研究：一
九七二～一九七八年」
（（
（
では、日中国交正常化が実現した一九七二年
から改革開放政策で国の成長が一気に加速した一九七八年の間に中国
（2
（
で翻訳出版された日本近現代小説の翻訳出版及びその受容につい
て考察を行った。七〇年代
（（
（
は外国文学の多くは国有出版社の意向に
合わなければ出版できないと言われるような独特な時期であったため、結果として読者がどのような小説を求めていたのかという集団
（002
意識を探るのが難しかったが、他地域、他時期の訳本出版傾向との比較を通して、外国文学の輸入に慎重な姿勢を見せながら文化大革命（以降文革と略す（から改革開放へと移行した七〇年代では、作品の翻訳に「意図性」が強く見られることがわかっ 。当時の中国一般読者の見た日本文学像はやはり実像には遠く、国に影響された価値観で評価しようとした作品群でイメージされたもの 過ぎなかった。言い換えれば、当時の翻訳者及び読者は自らの願望で切り取った「日本文学」の断片から知らず知らずに彼ら自身の自画像を見出そうとするような性急な心理が働いたあげく、従来 目的性 先入観の制約から抜け出せなかったというのは前論の結論であった。　
繰り返しになるが、本稿の趣旨は各時期に出版される日本近現代
小説の訳本情報を再整理し、ど ような小説が翻訳者・読者に求められて出版されたの という「集団意識」を明らかにすることである。今回は七〇年代の回復期に続き、一九七九～一九九二年 「ベルヌ条約」と「万国著作権条約」
（4
（
への加入による海賊版の取締り強化
で、出版量が激減した年（について考察を行うが、便宜上こ 時期を八〇年代と略称する。　
前論では、訳本目録作成作業から着手
―
統計図を借りながら情
報分析
―
先行研究を踏まえながら受容像を見出すという研究方法
を用いたが、今回も前回と比べ 大きな変化はない なお、前回訳本目録を作成する際は譚汝謙（香港（
『中国訳日本書総合目録』
（（
（
、康
東元『日本近・現代文学の中国語訳総覧』
（（
（
、王向遠『二十世紀中国的
日本文学訳本目録』
（（
（
という三つのバージョ
ン
（（
（
をもとに再整理したが、
譚の『中国訳日本書総合目録』 一九八〇年以降 記載がな ため、比較的誤記と遺漏の多い『中国日本学文献総目録』
（9
（
と『一九八〇
―
一九八六翻訳出版
　
外国文学著作目録和提要』 （修正版（
（（0
（
も目録校正
の参考にした。　
七〇年代には社会問題を扱う小説、プロレタリア文学の小説、親
中作家の作品、そして批判用に内部出版された「右翼作家」 （三島由紀夫（の作品が主に出版されていた。では、そ に続く八〇年代では、どのような出版、読書傾向が見られたのだろうか。
第一章
　
八〇年代の社会像と中国文学概観
　
八〇年代は、中国においては第二次日本文学の翻訳ピーク期であ
り（第一次は二〇～三〇年代（
、特にその前半は、日中関係の蜜月時
代だったと言われている
（（
（
。一九七八年一〇月に鄧小平の来日で締結
された日中平和友好条約 そして一二月に開催された中国共産党一一期三中全会の契機で、両国の留学生
（（2
（
や旅行者を通しての民間交流
が盛んになり、瞬く間に中国の日本に向ける視線が熱くなった。一九八二年の歴史教科書問題
（（
（
で両国関係は翻弄されるが、中国残留孤
児の肉親探しをめぐる報道や、各都市で『人間の証明』や『サンダカン八番娼館
　
望郷』など日本映画
（（4
（
が盛んに上映されるなど民間交
流が続いたことから見ら るように、そこには隣国日本 近代化に学ぼうという熱心さ 保たれていた。日本もそ に好意的に応じ、馬場公彦の論によると「外交 関す 世論調査」では「中国 親しみを感じる日本人は一 七八年の六二％から八〇年は七八・六％上昇してい」
（（
（
たほど、当時の日中友好ムードが想像される。
　
中国国内では、一九七八年五月の真理論
争
（（
（
、年末の「北京の春
」（（
（
運動などを背景に行われた一二月の一一期三中全会の決議を皮切りに、党の路線の重点は階級闘争から経済建設へ転換され だけでなく、思想解放運動という八〇年代の特徴も形作り始めてい 。　
経済面では、特に一九八一年一 期六中全会で華国鋒に代わって
党主席に就任した胡躍邦が、それまでの外国の支援に頼 ず自分ちで経済建設を行うという閉鎖的な「自力更生」路線を改革し 。大胆な政策を次々と実行した結果、人民公社が解体され
（（
（
、沿海地区
に経済開放区などが現れ 海外の先進技術や資本 流れてく よう
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になった。必然的に、思想や文化面では外国の文化や諸流派文学、思想も盛んに導入された。また、ヒューマニズムなどの思想、モダニズムの諸流派文学が紹介されるようになり、暴力や性を扱うポルノ作品なども本屋に置かれていた。　
しかし、胡はまた一九八六年に政治体制改革の必要性を呼びかけ、
学生の民主化や言論自由化を要求する運動（後 取締 が強化される（を拡大させた 責任を取る形で、一九八七年 自己批判して辞任した。このように、国の政治と思想の面ではやはり推進派と保守派の暗闘を幾度も経ながら「民主と自由をめぐる『放』 （開放（と『収』 （引き締め（
の形態」
（（9
（
で「蛇行を繰り返し」
（20
（
ていた。胡の辞
任は体制批判す 知識人や民主化運動 熱心な学生たち とって一つの大きな拠り所がなくなったが、その四年前も鄧小平による「精神汚染一掃」
（2
（
の呼びかけが始まり、ブルジョア自由化に反対する体
制側の圧力が一進一退しながら徐々に進行していたと見られ 。一方で、改革路線 やや未熟だったせいか、貧富の差の拡大、ヤミや賄賂の横行などで 九八八年からはインフレが起こり、やがて一九八九年になると、胡の死去を引き金に追悼と民主化を要求する学生が天安門広場 一〇万人 デモを起こし、ついに世界 驚かせ 六・四天安門事件に至った。　
両国の民間では、やはり全体的に蜜月期の日中友好ムードを保っ
ていたにもかかわらず、一九八九年 事件（及び更 遡って一九七九年の中越戦争（が招いた日本側の社会主義への不信感や、歴史教科書問題（一九八二 や第一次靖国神社参拝事件（一九八五 どに対する中国側の抗議など、様々な試練と軋轢が八〇年代にあ 。これらの試練に向けて、とりわけ日本側の反応は批判的だった。歴年の中国関連記事本数を雑誌ごとに集計した前述 馬場による 、一九八二年以降、論壇の知識人による記事数の激減が目に付き、同情・支持の論調は著しく減退し、前述の世論調査 おいても「日中
関係は良好だと思うと答えた日本人も八六年の七七・一％から」 「年を追うごとに下がっていった」
（22
（
様子であった。 「この数年中国の近現
代思想」
（2
（
について日本語訳の出版物が極端に少なくなっているとい
う説からも、日本側の中国への関心が徐々に弱まっていったことがわかる。　
一方で、中国側の日本に対する関心、作品に対する翻訳熱は容易
に失われていな った。七〇年代末までは極左の教条主義と文化規制の束縛で出版物の多くは思想の硬直化に陥ったも の、文化規制から脱出するやいなや出版市場には「書荒」
―
読者の需要に出版
物の供給が追いつかな という危機が襲っていた。外国書籍が厳しく制限されていたことの反動 して、それらへ 熱烈な歓迎、高度経済成長期を経験していた隣国日本への探求心、出版の自由度が上げられたメディアの急成長、研究活動の活発化 伴 た各種日本研究の学術誌の創刊などが起こっ である。王向遠によれば、 「一九八〇年代初期から一九八七年 間 わが には一種の『日本文学熱』が長く続けられ」 、 「八〇年代」では日本文学 訳本が毎年約七〇類出版され」 、 「一九八五～一九八九年 出版量が最も多く、平均として毎年約一 〇種類出されていた」
（24
（
という。また、王は一九八〇
～二〇〇〇 の二 間を 区切りとして取り上げ、 「こ 時期 日本文学訳本は二十世紀全部訳本総量の約三分 二を占め」 、 「この時期の日本文学の翻訳選題においては つ ないほど 系統性と総括性が見られた」
（2
（
とも言う。更に王は『一九八〇
―
一九八六翻訳出版
　
外国文学著作目録和提要』を借り、一九八〇～一九 六 七年 で出版された日本文学の 約四二〇点あり、量としては日本 ロシア、イギリス、アメリカ、フランスに続いて五位にいることにも言及した。まさに「強い勢力を持つ文化に載せられた文学と強い勢力をもつ言語を持っ 文学が翻訳文学の中に大きな比重 占める
」（2
（
ということだったのである。
（004
　
もとより、八〇年代はまだ一九九二年後半に「ベルヌ条約」と「万
国著作権条約」への加入による海賊版の取締り強
化
（2
（
前だったので、
外国作品の翻訳が膨大な数に上ったのは、外国作品の出版は著作権と関わりなく出版していいという意識や習慣が翻訳出版に特別な便宜を与えたためでもあった。　
では、日本近現代小説の受容を検討する前に、八〇年代の中国で
はどのような読書傾向があったのかという点についてまず簡略に提示しておく。文革以降の文学（新時期文学と呼ばれる（
は、概ね「傷
痕文学」→「反思文学」→「改革文学」→「尋根文学」→「現代派文学」というルートを辿りながら展開したのであった。　
文革後の文学は、まず「文革中に人々が受けた『傷痕』の検証」
としての「傷痕文学」から「始まる以外に、どんな出発 方途もなかった」
（2
（
と岩佐昌暲が述べるように、文革は中国すべての人が何か
の形で巻き込まれて傷を負ったほどだった。文革の終焉でそれまでに社会主義のプラス面を重点的に描 作家群
（29
（
が一旦退き、社会の欠
陥を浮き彫りにさせ 告発する若い作家（及び五七年に追放された後に復活した老作家（が登場した。彼らの作品のうち、 「傷痕文学」のきっかけを作ったのは、一個人の 反芻、反省し がら間接的に文革批判をした、劉心武
（（0
（
の『クラス担任』 （一九七七年一一月（
と
蘆新華の『傷痕』 （一九七八年八月（
だった。この二作は従来の主人
公が自分の努力及び地主や資本家など外部の敵 の闘いで成長するという図式よりも「敵が実は己自身でもあるという内省の視点」
（（
（
を
持ったことであり、この点について岩佐 高く評価 て る。また、「傷痕文学」の拡大に同行して、文革が「四人組」
（（2
（
にばかり責任を追
求するような偶然性のある のではなく その社会的・歴史的根源を反省（中国語で「反思」 、 「反省」と書く（
する作品として、 「反思
文学」作品も現れた。八〇年代 日本文学、特に本稿が注目する社会派推理の流入は、時期的にはちょうど中国文壇 おける「傷痕文
学」と「反思文学」の登場と同時に進行していた。　
八〇年代以降、文壇のテーマはまた徐々に文革から離れ、改革開
放による社会の激変とそれに伴う人心の変化を材料にする「改革文学」が多数創作されるようになった。一方で、外国の技術や思想、文学理論の衝撃が作家たちに中国の伝統、民族性の本質を掘り下げる思考に拍車をかけ、それを作品にした が「尋根文学」だった。また、上記四種の文学はいず もリアル 描写で物語を書くが、それを打破し、人間の潜在意識、感覚、告白など 要素を「意識流
」（（
（
的な技法で模索したのが「現代派文学」だった。　
次章からは日本近現代小説の受容に視点を戻すが、本章で述べた
八〇年代中国の概観 そして中国 の変遷には、日本文学の受容を解読する手がかりが複数含まれるため、その端緒をいくつか掴みながら考察を進めたい。　
まず推理小説というジャンルに絞り、その翻訳出版像に注目する。
なぜなら、次章であげる図
1でも明らかなように、八〇年代では様々
なジャンルの近現代小説の翻訳が開花し始め が、訳本数として一番多かったのは約全体の三分 一以上の量を示す、推理小説だったからである。そ 理由について先走って言うと まず 社会主義国では資本主義国家のような犯罪問題は起こらないなどのことから推理小説の創作が五〇年代以降抑圧されていた。そ め 「改革開放後から九〇年代末までの間、国内 おける推理小説創作の模索が難航し、広く読まれる作家や作品は極わずか 読者の需要に追いつかなかったため、外国の探偵小説
（（4
（
が必然的に多く翻訳された」と前述
の王が述べる事態である。また、 「傷痕文学」が流行し ことが「推理小説を受け入れる素地を作」り、 「資本主義社会 暗黒面を描く日本の推理小説と文革における『悲劇』を描く『傷痕文学』とは、悲劇の裏側にある『闇』＝社会の暗黒面を解明するという点で共通性があった」
（（
（
と康東元が述べたのが、ある意味で一般的な理解である。
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推理小説に続き、二位となるのはもはや特定のジャンルではなく、
多岐にわたる題材と作風の作品だということからも、八〇年代翻訳出版の自由度、読者の関心度に広がりが見られる。一方 七に日本近現代小説訳本のほとんどが国有出版社の北京人民出版社と
　
しかし、そういう面があるにせよ、推理小説の八〇年代に見られ
る大規模な翻訳出版、そして一九九二年以降の劇的減少には具体的にどのようなメカニズムが動き、そこから何が見えるのだろうか。第二章、第三章ではまず当時の訳本情報を分析し、その現象が起きた理由を要因ごとに追っていく。
第二章
　
推理小説の翻訳出版をめぐって
　
八〇年代の訳本目録は全体として量が膨大なため、今回は一九七
九～一九九二年のうち、訳本数が三点以上（再版を含む。単独作家の作品集も含むが複数作家の作品集は含まない の作家群の訳本を一つ 調査対象とする。調査データに基づき、本稿では次の二図を作成した。　
図
1に示すように、訳本数三点以上の作家の作品だけでも五二〇
点（一九七二～一九七八年のうち訳本が 六点出版されたのに対して（に達しており、改革開放の成果が見て取れる。七〇年代（一九七二～一九七八年（においては有吉佐和子や戸川猪佐武らの社会小説、政治小説、そして小林多喜二のプロレタリア文学小説が主に読まれていたが、八〇年代になると状況が一変した プロレタリア文学作品などの熱 下がり（最新の康の二〇〇六年まで 統計 見れば小林多喜二の作品は 八三 以降訳されず
（、上位になったの
は、それまでに注目されていなかったにもかかわらず、訳本数三点以上の作家の のうち一気にその半数も有した、推理小説のジャンルであった。同じく訳本目録の作成を手がけてい 前述の王と康がこの点について提起し、それぞ 「一九八〇年代 九〇 代に翻訳された日本文学 うち 推理小説は四分の一の量を占める」
（（
（
、
「一九七九年一月～一九九三年三月まで（中略（
推理小説の翻訳紹介
が三割以上を占めている」
（（
（
と述べている（ただ、二者の目録には児
童文学や随筆なども含めるため、割合の母数が大きい（
。
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図 1 　（9（9～（992年の中国で出版された訳本
（訳本数 3 点以上の作家の作品（20点のうち）
　出所：筆者作成
（00（
上海人民出版社によるものだったが、八〇年代だけで出版社の数が一一〇社以上に上り、文化市場がまさに破竹の勢いで復興している様子がうかがえる。　
では、具体的にはどのような作家の小説が主に翻訳され、読まれ
たのだろうか。図
2は訳本数が五点以上の作家をまとめ、その傾向
を示したものであり、八〇年代五点以上の訳本を持つ作家三三人（三点以上出版された作家は五〇人（のうち、推理小説作家だけでも一三人いるという結果だった。前論一九七二～一九七八年の調査では小林多喜二、戸川猪佐武、三島由紀夫、有吉佐和子、井上靖（作品数順（五人の作品が主に出版されていた。一方で八〇年代では上位五位のうち、中国題材の歴史小説 かつてから親しまれていた井上靖、そして八〇年代まで七回も再 る『生きてゐる兵隊』 （一九三八（
と、 『風にそよぐ葦』 （一九四九（
、 『金環蝕』 （一九六六（
など
戦争の記憶や資本社会の弊害を暴 たもので広く読まれる石川達三を抜いて、皆推理小説作家だった。そればかりか、上位一〇位のうち推理小説作家以外の作家として、一九二〇年代末から訳さ 、 「日本の国民的作家」として認識される夏目漱石 やっと一人入 くらいだった。　
ではなぜ、それまでに中国で注目されることの少なかった推理小
説が、改革開放するやいなや、訳本が膨大な数に上り 他の日本小説よりいち早く 花期 迎えられたのだろうか。　
もちろん、改革開放に伴う「思想開放」の方針でそれまでに束縛
を受けていた出版社や訳者が自由に外国作品を翻訳でき ようになり、読者の外国、外国文学へ 好奇心を満たすためにも、さら より経済的効果を得やすくするためにも、エンターテインメント性、通俗性のある推理小説を多数翻訳するのは不思議ではない。特に推理小説は、 「暴力」や「犯罪」を描くも として、それまで 「健康で向上的」な作品を主に読んでいた読者の猟奇心理を満たせ こと
5 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 7 7 7
8 8 9 9 9
11 11 13 15
17 19 20
21 22 23 23
33
44
64
0
10
20
30
40
50
60
70
（点）
図 2 　作家順訳本数ランキング（訳本数 5 点以上の作家のうち）
　出所：筆者作成
（00（ 苗：中国における日本近現代小説の受容研究――一九七九～一九九二年
も言うまでもない。また、この時期の学術界では外国文学の翻訳紹介と研究が盛んに り、日本文学を主な研究対象とする「東南東北亜文学研究室」
（（
（
や「中国日本文学研究会」が設立され、一九七八～
一九八二年のうち「全国では日本文学に関する論が一二〇篇あまり発表され」 、 「百名以上の日本人作家が紹介された」
（（9
（
。この勢いで各種
の日本研究雑誌も創刊され、 『日語学習与研究』 （一九七九年一二月創刊（をはじめ、 「一九九六年末までには五〇誌刊行 」
（40
（
ていた。
学術界の一時的な動向
（4
（
ではあるが、八〇年代の一般読者を日本文学
に興味を注がせることにより拍車をかけた効果があると思われる。しかし、なぜ推理小説ばかりがそれほど翻訳者・読者層に偏愛されたのだろうか。　
まず理由としてあげられるのは、前述の王も言及したように、当
時両国における推理小説の質的差異の問題だった。王が指摘するように、 「五〇年代以降になると、探偵小説の主な拠点 日本 移日本は一躍して探偵（ （
小説の創作の激戦区となった」が、 「中
国における推理小説の創作は 九〇年代末になっても暗中模索の段階で、読者に広く受容される 家が現れていな」
（42
（
かった。なぜかと
いうと、外国の推理小説は五〇年代以降に「ブルジョア文学」 格付けられ、社会主義の国ではそれら 品に描かれるよう 犯罪問題がない（あってはならない（という了解で、推理小説 創作自体が長年抑圧されていたようだからである。　
また、推理小説の読者層の年齢を考えると、恐らく翻訳者も読者
も二〇代～四〇代がその支持層だったであろ 。ここでは第一章で触れた、八〇 代に日本へ大量に派遣された青年層 留学生たちのことが思い浮かぶ。その半数以上が青年層 選抜さ 、文化交流に熱心な公費留学生（私費留学生と違い、帰国 義務あり（だったのであり、留学後 彼らの大半は帰国し という。ここからは、よりグローバルな環境で育った若い読者層と て帰 した彼らは、中
国全土における読者層、翻訳者層の広がる素地作りに貢献したと推測できる。　
推理小説が歓迎されるもう一つ大きな理由は、各研究にもしばし
ば提起される、八〇年代特有の、映像メディアの空前的な誘導効果だった。　
文化市場の開放に伴い、紙媒体で外国の作品が翻訳される一方、
映画など電子媒体によ 文化輸入も盛んに行われた。そ 先駆けとなったのは、西村寿行の同名小説の映画化作品『君よ憤怒の河を渉れ』 （一九七六年二月に日本で上映、中国訳名『追捕』
（の、中国に
おける上映だった。文革後 初めて公開された外国映画ということで、観客数が八億にも達していたと言わ
れ
（4
（
、主人公杜丘（高倉健
（
と真由美（中野良子（ 影響でダスターコートやサングラスが大流行、 「真由美」が店名の美容室が多数出店され など、当時の人々の日本への関心が一気に高められたと想像できる。 『追捕』のヒットに続き、一九七九年に『人証』 （森村誠一『人間 証明』が原作、一九七七年一〇月に日本上映 と『沙器』 （松本清張『砂の器一九 四 で上映（ また各地で上映されるたびに大きな反響を呼び 読者を原作へと誘導させる効果を自然に果たしていた。森村誠一と松本清張は八〇年代においてそ ぞれ訳本 一位と二位へと上がったのは、こ ように 画のヒットが読者の原作への関心を寄せる傾向と密に関連していると言え 。　
実際に、当時では映画メディアの影響は推理小説のジャンルだけ
ではなかった。ドラマ『おしん』 （ 八三～一九八四、 『阿信』訳名 一九八五年中国上映、一時八〇％の視聴率を記録したという（
、映画『青い山脈』 （八〇年代の中国で上映されていないが日本
では大ブームだったこ もあり、一九八三 に『緑色的山脈』の名前で訳本出版される（
、 『サンダカン八番娼館
  望郷』 （一九七四、 『望
郷』の訳名で一九七八年に中国でヒット（の原作者橋田寿賀子（八
（00（
〇年代訳本数五点、 『おしん』などの名の訳本が四回再版（
、石坂洋
次郎（八〇年代訳本数四点（
、山崎豊子（八〇年代訳本数一点（が、
それぞれ中国の翻訳者・読者の目に止まっていた。　
しかし、映画『君よ憤怒の河を渉れ』は日本本土ではさほどの評
価を得ないまま興行がすぐ終わったにもかかわらず、なぜ中国では異常なほど熱気を呼んだ だろうか。真由美を演じた中野良子も「なぜ中国のみなさんがあの映画をお好きなのか当時は からなかった」が、 「よくよく調べてみると、現実の中国 社会があの映画とそ くりであったことに気づいたんです」
（44
（
と語る。次章ではその言葉を念
頭に置きながら、八〇年代におけ 推理小説への関心というメカニズムをさらに追求していきたい。
第三章
　
社会派推理小説が八〇年代に読まれる深層の理由
　
社会派推理小説が八〇年代において高く人気を博した、 り深層
の理由として、先行研究にもあるよう 、リアリズム的に社会問題を語るそれらの物語が、日本の戦後社会を理解するために最適な「手がかり」になっていたところが大 い。小説 単にエンターテインメントとして楽しむのではなく 作品を借りて隣国日本と う資本主義社会への好奇心を満たすととも 、日本に対する社会研究、歴史研究を果たし、それを材料に自分たちの社会を反省 こともできた点が、とりわけ『日本の黒い霧』 （現実に起こった諸事件を基描かれるノンフィクション作品（
や『ゼロの焦点』 （アメリカ軍占領
下の社会を描くフィクション作品（などを残し 松本清張に対する論考ではしばしば指摘されている。　
また、八〇年代に読まれる推理小説について近年一つの新しい解
読として、 「法制文学」の成り立ち 解釈する、孫軍悦の「論理・推理・法：一九八〇年代中国大陸における『推理小説』と う概念の〈翻訳〉について」
（4
（
があった。後に発表される尹芷汐「名探偵の『死』
とその後：日本の社会派推理小説と中国の法制文学」
（4
（
も同じ文脈を
引き継ぐものだと言える。　
前述の孫によれば、推理小説の影響力が拡大するのに伴い、それ
ら「ブルジョア思想」の流入を批判する声も高まってきたことを背景に、魏軍が「社会主義法制文学」という概念を一九八一年に提起し、推理小説に「法制教育」という大義名分を与え、新たな合法性を持たせた。このように推理小説 全盛が中国に「法制文学」という新たな文学ジャンルの誕生を促し、 「法制文学」は「社会主義中国自身の問題を暴露し その病根を抉り出す手段」とされて「改革開放路線に対応する法的
―
道徳的イデオロギーの確立に深くかか
わっていた」
（4
（
という。また、前述の尹によれば「法制文学」の可能
性を試みたのは公安（警察（関係の出版社であ 、結果的に法律知識の普及と国の法律を守る が正義を果たす物語ばかりになったが、それでも完成度の高い「報告文学」 （ ポルタージュ（
が多く現
れた。この文学ジャンル 後に法治化、民主化をめぐる闘争に巻き込まれて、早くも一九八七年劉寶雁の除籍によって挫折したが、 「読者の事件を読む欲望は、社会とい 公的空間での出来事に対する『監視権利への自覚』 」によるものだと尹が述べるように、当時の においては法とシステムの再構築の重要性が両者 論から読み取れる。ここからは、推理小説では犯罪者が捕まえられるには ある程度整った警察組織と司法制度の存在が欠かせないように、社会をより法的に、システム的に整えさせようという読 ・翻訳者 願望が読み取れよう。　
しかし、それらの要素よりも、やはり当時の中国社会の置かれて
いた特別な時代性から考えれば、第一章で触れた、文革直後 文学は文革体験を語り 傷痕を検証する「傷痕文学」から始まる以外どのような出発も考えられなかったことを想起したい。文革期の苦難を告白する「傷痕文学」作品が自由に書かれた は、言 換えれば
（009 苗：中国における日本近現代小説の受容研究――一九七九～一九九二年
社会の暗黒な一面を暴露してもいい、従来のタブーを破ったほうがためになるという自由意識の復興だと言えよう。その意味で、 「傷痕文学」は中国において日本の推理小説を受け入れる文化的素地となったという解釈は、学術界ではもはや疑う余地のないも となっている。つまり「人間社会の『闇』を描く日本の推理小説と、文革における『悲劇』を描く『傷痕文学』 、悲劇 裏側にある〈闇〉 ＝社会の暗黒面を解明するという点で共通」
（4
（
しているということである。
　
多くの推理小説に欠かせない要素として描かれる被害者と加害者
の存在、被害者が無実の罪などを被せられる理不尽さや不平感、そして正義の味方となる主人公（刑事や探偵など（が犯罪 事件の背景と動機を徹底的に追及していく姿に、 「四人組 の思想統治によって文革で理不尽な扱いを受けていた読者が思わず喝采を送りたくなったのだろう。第二章にあげた映画の大ヒットで原作も数回翻訳された三つ 推理小説のうち、杜丘が逃亡中に真由美に助けられ がら自ら悪と立ち向かって冤罪を晴らしに行く『君よ憤怒の河を渉 』の受けのよさが、まさにこ パターンに当てはまる。第二章で中野良子が語る映画と現実の中国社会と 類似性というのは、ある意味で八〇年代初期に全社会的に「傷痕」 検証するムード おいて、映画がその追体験 場を提供できたということでもあった。　
そして、前述した岩佐は蘆新華の『傷痕』について、作品が批判
している「傷痕」は、実は「親が反革命なら子供もダメな子」という主人公王暁華と両親に刻印され 「血統論」 （出身階級決定論（
の
傷にほかならな
い
（49
（
という。 『君よ憤怒の河を渉れ』以外に大ヒットし
た二作として、ハンセン病への社会差別が背景の『砂の器』 そ て日本人とアメリカ人の間における戦争記憶、白人と黒人の人種的差異をめぐるコンプレックスが語られ 『人間 証明』が、ま点で八〇年代読者の共感を呼ん
だ
（（0
（
。 「血統論」に関しても、王成が代
表の研究グループによる松本清張研究奨励事業の報告書「日本 探
偵小説・推理小説と中国：その中国における受容と意味共同研究」で「砂の器」に含まれる「父子の血縁」 、 「宿命」のメッセージが、文革を体験した中国の人々に共通の記憶を喚起す ものだと述べている。
第四章
　『人間の証明』と『君よ憤怒の河を渉れ』から見る読者意識の変遷
　
しかし、推理小説は基本的にパターンとして「勧善懲悪」の形を
持っている物語である。それは「文学が階級闘争の道具」
（（
（
と提唱す
る文革期で読者が読んでいた、積極的で正しい道を歩む主人公と、その道を妨害する悪人が登場する作品とは、所詮表裏一体の問題だろうと思われがちだが、そればかりではない。本章では、映画化した『人間の証明』と『君よ憤怒の河を渉れ』の解読からアプローチし、そこから見ら る八〇年代読者の意識変遷を浮き彫り したい。　『人間の証明』において、海を超えて親探しにきた血縁関係のある実の息子を、わが身 保身のために拒絶しつつ殺してしまう主人公八杉恭子に、八〇年代の人々は憤慨 。同時に、 「紅衛兵」
（（2
（
世代の
一員として『傷痕』の母親 縁を切った王暁華のように政治批判される親族 距離を取っていた人たち、もしくは文革後名誉回復さたとたんに のように過去を切り捨てた人 ち 後ろめたさと苦痛を覚え のではないか。 かし、母親がもう一人の息子も自分のせいで死なせてしまったことに気づく場面になると、彼らはまた皆同情の涙を流す。このように、多くの推理小説は犯罪者にフォーカスしてそ 心理を一歩 歩抉り出して 時には告白させるプロセスを歩んでいる。このことは、 「傷痕文学」に引き続き「反思文学」現われたことと同調しているように見られ、もはや『人間 証明』のように、単純な「勧善懲悪」図式を中国読者はすで 脱出していたのであろう。
（0（0
　
八杉恭子の人物像（映画と原作の人物設定に多少違いはあるが、
ここでは両方を対象にする（に戻ると、八〇年代の人々は、おそらく年齢差こそあるが、文革期には熱狂的な思想問題を正す風潮に乗りながら他人を陥れたり 他人に陥れられたりするような共通経験を持っていた。その過去のトラウマ 向き合う時に、果たして憎悪を感じるべきか、それとも許しと和解を選ぶべきかが その後の新生活の送り方を左右する極めて重要な模索だったのであろう。その意味で、八杉、もしくは『砂 器』の和賀英良のような「被害者」と「加害者」の立場を同時に持つ主人公に して、ひたすら憎悪を覚えるかそれとも同情して許すべきかが、八〇年代の読者だか こそ重んじた点であった。この点に関して、前述 孫は以下 に述べる。すなわち、追い詰められ く平凡な に「一定の諒解を示」すことで、 読者の憎悪の感情が生じにくい」社会派推理小説と「 『罪』の寛恕と『愛』の蘇生の物語」として犯罪者への同情と共感を強化させた映画版は、人々に「罪責感から解放され、家族の絆を修復し、人間性を取り戻 いう擬似体験 する舞台」
（（
（
を組み立て
たのである。　
だが、いずれにせよ、鈴木修次が日中の文学の嗜好傾向をそれぞ
れ「もののあわれ」と「風骨」だと説明したように、勧善懲悪主義など功利的な見方を排する近代的な日本的文学観と違い 中国的文学観には文学の「遊び」に反対して「目的性」を求める節がある。その意味で
80年代読者が、推理小説に「現実性」と「目的性」を求
めていくところは、七〇年代的読書図式とは質 な差はまださほど大きくなかった。その大き 根拠として、前述の孫も「社会派推理小説」という言葉を繰り返したように、訳本数上位一〇位以内の七人の推理小説作家 うち、森村誠一（六四点（
、松本清張（四四点（
、
西村寿行（二三点（
、水上勉（一九点（
、西村京太郎（一七点（の五
人がいずれも社会派推理小説作家だった
（（4
（
。社会性のある問題を扱っ
てリアリティーを重んじた作風で書かれる彼らの推理小説ばかりでなく、訳本数上位一〇位の作家のうち、推理小説作家ではない井上靖と石川達三も、中国で出版された作品はリアリズム的に物語を語るものが多い。実際中国における日本の推理小説に対する論文として、社会派推理小説の社会性をとりわけ高く評価する論調は今でも主流である。特に当時の国内では、第一章で触れた「精神汚染」批判キャンペーンが一九八三年に起こされ、 「傷痕文学」の先駆けとなる劉心武も一時処分されたように 改革開放後の思想解放期ではあったものの、民主と自由をめぐる「放」と「収」の繰り返しで国内文学創作は権力側からの干渉を完全に免れる とはなかっ 。 「反思文学」の次に現れた「改革文学」は改革 よる社会の進歩を賛美するのが基調ではあったが、八〇年代後期のインフレ期 賄賂が横行して汚職や腐敗事件が問題となり、それらを告発する作品を複数発表した報告 作家劉寶雁が党から除籍処分されたよう 当時やはりまだ社会派推理小説 ように思うままにリアリズム風 書けるような自由さはなかった。それを背景に、読者・翻訳者が社会派推理小説に思いを託したところもあっただろう。　
七〇年代的読みと大きな差はなかったものの、社会派推理の受容
と展開には、やはりその根幹を支え駆動す 八〇年代読者の主体意識の変遷があったのではないか。本稿では、その変遷の表れとなる、「個」と「集団」 、 「個人」と「国」との向き合い方の変容に重点を置きたい。　
中国では従来、文学の政治関与性が高いが、その「慣習」を引き
継ぎ、文革期に提唱された、文芸は「階級闘争の道具 として社会主義革命のために奉仕すべきかをめぐる論戦が、
一九八〇年『人民
日報』の社説で「文芸は人民に奉仕し 社会主義に奉仕する」と明示したことで決着した。かつては革命 政治に役立つものだと受け止められていた文学 奉仕対象に「人民」が加わったことには注目
（0（（ 苗：中国における日本近現代小説の受容研究――一九七九～一九九二年
を要する。この人民は必ずしも国から独立した個人ではないが、しかし前の段階に比べれば、文学作品の主眼は「国」から「個人」への転換という大きなステージアップを、ようやく公的な許可、提唱を獲得できたことの証しであろう。この大きな視点転換もしくは新たな問題意識の提起は、作品 創作側（作家層（に起きてい のならば、一般市民側（読者層（ も浸透していたのに違いない。　
映画『人間の証明』 、特に『君よ憤怒の河を渉れ』は、いずれも日
本では大好評作品だったとは言えない。 『人間の証明』は、 「犬神家の一族」に次ぐ角川春樹事務所製作の第二弾作品として、映画公開前から宣伝広告がテレビに大量に流されていたことが功を奏したためもあり、その年の興行ベストテン第二位にランクされたヒット作だったが、そのわり はカメラの動きが荒削りで内容に無理があるなど、観衆からの批判を余儀なくされた。 『君よ憤怒の河を渉れ』も、都会の新宿で馬を駆るなど大げさででたらめな場面で く非難を招いていた。　
監督の佐藤純彌によると、 『君よ憤怒の河を渉れ』は「日本で上映
当時はあまりヒットしなかったが」 、 「作品が中国で非常に人気なのを知ってから、見にいく人が増え で こ 映画はある 味で中国から『逆輸入』したもの」
（（
（
である。それゆえ、作品の中国での大
ヒットに驚き、 「中国はそれほど娯楽に餓えていたのか」と嘲笑う観衆のコメントはやはりネット上でよく見 ける。　
しかし、果たして当時の中国全土に広がったほど二作への熱狂ぶ
りは、作品の娯楽性に満足するだけで呼び起こせるも だったか。『君よ憤怒の河を渉れ』については、 「あの時中国に行ったら、あちこちから人が寄ってきて、この映画は七 八回も見たよ、とか どうしてもチケットが手に入らなくて非常に悔 よとか、 く言われていた」
（（
（
と佐藤監督が語り、もう一作の『人間の証明』もそれに
劣らないほどだったらしい。娯楽だけのために同じ作品を七、八回
も見るのは考えにくいことであり、ある集団現象を発生させるには、やはり同時代人による普遍的な共鳴を強く要請するのであろう。その意味で、二作はそれぞれ八〇年代の人たちの集団心理もしくは共通の課題に呼応するところもあったの はないか。　
原作がそれぞれ社会派推理作家の森村誠一と西村寿行によるもの
だが、二作 映画版は偶然にもと に佐藤監督が手がけたものであった。その上、人物設定は大いに異なる のの、国家という巨大体制の中に置かれる一個人がその生き方、在り方を模索するモチーフとして、二作は共通している。　『君よ憤怒の河を渉れ』において、元検察官の杜丘が無実な罪を負いながらひたすら逃亡す 。彼が直接対面しているのは、陰で彼を陥れようとする政界の黒幕・長岡や精神病院院長 堂塔らよりも検察と警察、更に自衛隊まで出動させて全力 彼を追 詰めていく自分らの威信に傷がつくことを極度に恐れ いた検査庁（国側、権力側（
だった。換言すれば、杜丘の逃亡は、まさに「個」と「集団」 、
「個人」と「国」との向き合い方を捉え直すという追体験、もしくは刺激を八〇年代の人々に与えたのではないか。　
一方で、杜丘を執拗に北海道まで追い掛けていた矢部警部も、検
査庁から犯人逮捕という仕事を忠実に遂行しながら、徐々に真由美のように杜丘を犯人ではなく一人の人間と 理解するようになっていた。物語の終盤、彼はようやく杜丘の無実を信じ、二人で手を組んで権力側に対抗する道を歩むようになる。作品は矢部警部の内心の苦闘にもフォーカスしてゆき、そ 彼内心の葛藤からも、一人の警察とその付属する国家機構との対立問題、一個 の集団との対立問題が浮き彫りにされている。その点については佐藤監督自身もインタビューで言及している。
　「第二次世界大戦の終わった頃、私は中学校一年生だった。そ
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れまでに受けていた教育は、人間が生きる限り、国に貢献しなければならず、戦争時は国のためなら命を惜しんではいけず、というようなものだった。二〇歳まで生きられるかなんて考えていなかった、 きないだろうから。ところ 、敗戦後アメリカの教育が日本に浸透してき 、一夜にして は自分のために生きるべきだと言い換えられた。死ぬための人 が突然生きるために変えられたから とうとう迷うほどだった」 、 「大人になって映画を作り始めて、個人 国はどんな関係 あるべきかよく考え いた。国のた に個人は全てを犠牲にするも なのか、互いに相まって受け入 合 ことも可能なのか、これは僕の映画における大きなテーマである。この映画（ 『君よ憤怒の河を渉れ』 筆者注（
では、国が自らの過ちを隠すために個人をひ
どい目に合わせて る。私好みの描き方 った。
」（（
（
　
プロット展開が大げさでエンタテーメント要素が満載の作品背後
には、佐藤監督自らの示唆が秘められていた。作品の軽薄さに嫌気がさした前述の観衆らは、監督の深意を果たして受け取っていたのだろうか。むしろ、 「逆輸入」現象まで起こさせた中国の当時置かれていた時代性から考えれば、作品の見どころは人それぞれだろうが、その点からの刺激 より受けやすかったのではないか。実際、その点に触れる中国側の論述もあった。
　「映画は以下の点において人々に与えた衝撃が実に大きかった―日本では「無情」の管理体制が整えられているが、その体制
の無情さは人間における人情まで消し去るような物ではないうだ。むしろ、人間同士の間、例えその相手が犯罪容疑者でもその人間の人格をまず尊重するのが体制の運営における前提ようである。
」（（
（
　『君よ憤怒の河を渉れ』ばかりではない。 『人間の証明』においても、八杉恭子のような複数人を殺した罪を背負う人間が、文革で言い訳を弁明する機会すら与えられずあっけなく抹殺されていた無数の「罪人」たちと違い、拍手の中で授賞スピーチを披露することを逮捕しに来た刑事棟居らに許される。そればかりか、授章式後彼女が自らの意志で東京から霧積までタクシーで行き、逮捕令への拒否として刑事たちの目の前で崖の方へ歩み、身を投げる（この逮捕場面は小説と映画版が異なる め、ここでは映画版 取り上げる（ことさえ、棟居に黙認された。このように、フィ ョン作品でし考えられない話ではあるが、犯人の一個人としての尊厳が最大限に国側から尊重され、保たれていた。　これらの描写から推考できるのは、八〇年代になって初めて大量
輸入されてきた社会派推理小説は、それぞれ当時の 様々 刺激、揺さぶりを与えていただろうが、中でも人物の描き方がやはり当時の読者、観衆の自国の文学作品で馴染ん いた思考図式をひっく返すところが大きかった に違いない。あくまで独立したして描き抜かれる杜丘や八杉恭子のよ な人物 他 社会派推理でもやはり当たり前のように登場するし、日本の読者や観衆からは問題視されるこ もないだろ 。しかし同じ作品を、国あって人ありという図式が万事大前提の文革が終焉して間も 中国に置き換えれば、やはり斬新な力を帯びてくる つまり、それらの人物像国を守るために個人の尊厳を犠牲にすべきか（文革で「紅衛兵」が肉親 検挙したように（
、それとも個人の尊厳を守る手段として国
が存在すべきか、 建国以来議論すべきだった根元的な問いを八〇年代の人々に改めて問い掛けたのでは か。　
第三章で言及した孫と尹は、社会派推理の「法制文学」との関連
性に注目し、当時の一般読者 一般市民層に生じた社会という公的
（0（（ 苗：中国における日本近現代小説の受容研究――一九七九～一九九二年
空間への監視希望、改善願望を見出した。しかし、そのような外向きの視点とは逆に、国 集団という公的空間に基づく視座から、読者が一転して一個人の私的視座に復帰し始めた姿勢の転換があったことを、本稿は『君よ憤怒の河を渉れ』や『人間の証明』といった社会派推理作品の解読から論証したい。　
第一章で、岩佐が「傷痕文学」の代表作『クラス担任』と『傷痕』
に対して、読者が「敵が実は己自身でもあるという内省の視点」を持てたと高く評価した。こ こ も 一個人の読者・翻訳者・作家が作品 いう媒体を通して何を見る／書くかと うメカニズムの変遷が、八〇年代初期からすでに仄めかされていた わかる。　
詳しくは別稿に譲るが、前述した八〇年代の訳本目録にも、この
傾向が見られた。推理小説の割合が高い一方、私小説の安定的な翻訳出版も続け そして第二章図
1に示したように、かつて好
まれていた社会小説や戦争小説よりも、家庭小説や青春小説、恋愛小説のほうが読まれてい 戦争や資本社会の弊害を暴く作家として中国で認識されていた石川達三だが、八〇年代に訳された二三点の小説のうち、 『生きてゐる兵隊』や『金環蝕』 、 『風 そよぐ葦』よりも『愛の終り 時』 、 『悪女の手記』 、 『誰の為 女』 、 『男と遊ぶ女』などの訳本数が遥かに多かった。もちろんどの作品においても一人の小市民 体験を描くのは石川の一貫した強みだが 前者三作はより社会的正義感を根底にした社会性 強いものである。それに対して、後者は「生態
（（9
（
もの」と呼ばれるタイプの作品群だった。あくま
で一例に過ぎないが、国や集団に視点を置く のよりもその縮図の一家庭、あるいは一個人の抱える葛藤を描く物語に、八〇年代読者の関心が湧いたと読み取れる。前述 岩佐が当時中国の文壇で現れた、ストーリーよりも人物の潜在意識、感覚、印象の要素を重んじる「意識流文学」の試みに対し、 「人間の自我意識 尊重」
（（0
（
する潮流
を作り出す働きがあると評価したのもこ 文脈 ものである。
　
訳本数上位一〇位のうち、社会派推理小説作家ではない大藪春彦
と赤川次郎は、それぞれ反国家、反体制的な要素が多い作品や、ごく普通の若者が事件に巻き込まれるようなユーモアのある青春ものを多産していることで読者に親近感を与えたのも、八〇年代的読みの延長線にあるものだ 思わ る。　
ところが、一九九二年以降、推理小説の出版熱が一気に下がって
しまう。海賊版取締り強化の影響もあるが、やはりブルジョア自由化に反対するキャンペーンの影響が大きかった。そのキャンペーンの一環として、 「猥褻、色情、暴力、迷信を宣伝する出版物と音楽映像」の取締りとともに「 『君よ憤怒の河を渉 』で推理文学ブームを巻き起こした西村寿行の作品も め出され 日本の推理小説 全盛期が過ぎ去っていた。　
前述した康の統計によると、一九八八年に中国デビューした大藪
春彦は一九九二年までに作品が二二点訳されたが そ 後は一九九三年に三点訳されたのみ あっ そ 他、水上勉の作品も一九九二年以降は二 のみに止まり、西村寿行も「君よ憤怒の河を渉 」の映画が取締まりを受けたせい 一九九二年以降二回しか出版なかった。唯一免れた は森村誠一の作品で、一九七九年 「人間の証明」でデビューした後は一九九二年までに六四点 記録を作その後も二〇〇六 までに五六点の訳本で安定して出版される様子だが、彼は左翼作家だからという共通認識 働きが大きかっただろう。この一九九二年以降の動向 ついてもま 別稿で考え い。
おわりに
　
以上のように、本稿では推理小説のジャンルに着目し、それが八
〇年代に読まれる理由、そして受容像から読み取れる読者意識 変遷を探ってみた。　
かつてサルトルは、 「階級も独裁も安定性もない社会で、文学は完
（0（4
全にそれ自身を意識するに至る」もの、そして「人間の主観性を最もよく表現する」ものであり、その「目的は、人間の自由に呼びかけ」 、 「人間の自由の支配を実現し維持することである」
（（
（
と述べてい
た。加藤周一も「文学的体験が実は文学に個有 ものでなく、人生に個有のものであり、誰の生涯にも日常的な習慣の破れ目からそのような体験を通じておのが心の底を覗かざるを得ない瞬間があ」り「人生に役立たないものであるということは
」（（2
（
ないと『文学とは何
か』で述べている 八〇年代 限らず、社会的、且つ個人的に何かの困惑を感じている読者・訳者が自己に啓示、もしくは癒 を作品に求めようとするならば、その置かれている国の環境、時期の差異によって作品から読み出せ ものも異なっ た。　
推理小説が好まれた様々な理由を提示したが、八〇年代の中国文
学の一大特徴は「中国社会は ぜ十年も苦難の道を歩んだ か、その苦難をどう消化すればいいか」と う憂患意識を背景に傷痕文学がごく自然に広く読まれたように、推理小説 流行は 見 革命様板劇」
（（
（
など型に嵌った文芸形式に甘んじることの反発として見られ
るが、そこには長年抑えられてき 民主、自由への憧れとともに、「個」と「集団」 、 「個人」と「国」との向き合い方に混迷しながらも徐々に目を個人側に向け始められた頃 素朴な模索があった。換言すれば、当時訳された推理小説にわが想いを託すのが、八〇年代の読者がごく自然に選んだ道 一つだった。しかし、やはり主 翻訳されたの 社会派推理小説であったように、文学は政治、社会関与のためだという読書習慣から読者が完全に脱出しなかったのも認めないわけにはいかない。　
ところが、九〇年代に入って中国文学に「非常に大きな変化が起
きた」と前述の岩佐が述べる。その変化は「政治的な事件 原因で作家が少しおとなしくなった
（（4
（
ということとは違う、質的な変化」で
あり、経済改革による社会の変質で人々が困惑するとともに「文学
からは急速に憂患意識が失われ」
（（
（
たという。その変化の意味も含め
て、個としての集団からの離脱、個と集団という外側の向き合い方よりも個人内部へ 凝視を特徴の一つとする私小説が、八〇年代においてどのように人々の目に映った か、憂患意識の後退は言い換えれば文学作品の社会関心 変容による再構築なのか、七〇、八〇年代の読者が長い間慣れてきた批判的リアリズム風の読書習慣にその後いかなる変容が起きたのか、これらのことを、考察を進めながら考え続けたい。
＊ミョウ
　
ホウカ
　　
文学研究科国文学専攻博士課程後期課程
二〇一九年一〇月一七日査読審査終了
注
（
1（
苗鳳科「中国における日本近現代小説の受容研究：一九七二～一九
七八年」 『中央大学国文』六二号
　
中央大学国文学会
　
二〇一九年三月
（
2（
本稿においては台湾、香港に触れない。
（
3（
前論及び本稿では便宜上一九七二～一九七八年の期間を七〇年代と
略す。
（
4（
それぞれ一九九二年一〇月一四日と一九九二年一〇月三〇日に発
効。
（
5（
譚汝謙『中國譯日本書綜合目録』香港中文大學出版社
　
一九八〇年
（
6（
康東元『日本近・現代文学の中国語訳総覧』勉誠出版株式会社
　
二
〇〇六年一月
（
7（
王向遠「二十世紀中国的日本 訳本 」 『 本文学漢訳史』寧夏
人民出版社
　
二〇〇七年一〇月
（
8（
上記のどの目録にも誤記が見られるが、データの精度からみれば三
人の目録が代表的だと思われ、特に康のものは最もクオリティーの高いものだと思われる。他にも北京日本学研究中心の『中国日本学文献総目録』 （中国人事出版社
　
一九九五年一〇月（
や東北師範大学外国問
題研究所の『五四運動以来日本文学研究与翻訳目録』 （吉林人民出版社
　
一九八三年（など 存在する。
（0（（ 苗：中国における日本近現代小説の受容研究――一九七九～一九九二年
（
9（
北京日本学研究中心編
　
中国人事出版社
　
一九九五年一〇月
（
10（ 『一九八〇
―
一九八六翻訳出版
　
外国文学著作目録和提要』中国版
本図書館編
　
重慶出版社
　
一九八九年
（
11（
馬場公彦『現代 人の中国像：日中国交正常化から天安門事件・
天皇訪中まで』新曜社
　
二〇一四年五月
（
12（ 「本格的な留学再開は改革開放後の一九七九年からで」あり、八〇年代以降はそれまで前代未曾有の大規模になり（李協京、田渕五十生「中国人の日本留学の百年
―
歴史的軌跡と現在の留学事情について」 『奈
良教育大学紀要．人文・社会科学』四六巻
　
一九九七年一一月（
、 「一
九七八～八九年日本に来た中国人留 生は約九〇〇〇人」で、半数以上が青年層から選抜された超エリートの公的派遣生で、文化交流に熱心で、両国友好の懸け橋となったそう ある（大塚豊「中国から見た日本留学」 『高等教育研究 』一二号
　
一九九〇年（
。
（
13（
文部省が高校の歴史教科書に中国華北地域への「侵略」を「進出」
と書き換えさせたとする報道。
（
14（
特筆すべきものの一つとして、日中合作映画『未完 対局（一盤没
有下完的棋
（』の上映も両国棋士の友情を描くものとして反響が大き
かった。
（
15（
上記馬場公彦の論に同じ。
（
16（
毛沢東思想、マルクス主義の教条をそのまま真理とするのか、それ
とも全て実践によって正しさを決めるかをめぐる論争である。
（
17（
壁新聞や非合法の謄写版 雑誌で民主化を訴えた文化運動。この運
動は中心人物の魏京生の逮捕で挫折。
（
18（
一九八三年から。
（
19（
上記馬場公彦の論に同じ。
（
20（
同上。
（
21（
党内の保守派は資本主義世界の文化や思想の流入が、従来の社会主
義文化を解体させる可能性があると危惧し、ブルジョア思想の浸透精神汚染と批判して精神汚染除去活動を起こ た。
（
22（
上記馬場公彦の論に同じ。
（
23（
三浦勝利「八八年度中国関係出版物案内」 『中国年鑑』大修館書店
　
一九八九年
（
24（
原文「从一九八〇年代初到一九八七年间，在我国出现了一股持续时
间较长的
＂日本文学热＂ 」 、 「一九八〇年代，我国平均每年出版日本文学
译本约七〇种
」 、 「
出版量最高的年份是在一九八五年至一九八九年间，
平均每年约有一百种」 。王向遠「改革開放以降の日本翻訳文学（一九七九～二〇〇〇（
」 『日本文学漢訳史』宁夏人民出版社
　
二〇〇七年一〇
月
（
25（
原文「占整个二十世纪全部译本总量两千余种的近三分之二」 、 「这一
时期的日本文学在选题上的系统性，全面性，是前所未有的
」 。出典同
上。
（
26（
劉春英「中国現代文学史における二回の翻訳ピークと芥川龍之介」
『日本研究』三四巻
　
二〇〇七年三月
（
27（
両条約への加入で海賊版は取り締まり強化されたが、本格的低減は
二〇〇一年ＷＴＯへの加盟で「万国著作権条約」を守るようになってからのことだった。
（
28（
岩佐昌暲『八十年代中国の内景
―
その文学と社会』同学社
　
二〇
〇五年三月
（
29（
一九五七年「整風運動」と「反右派運動」の影響で社会批判をする
作家が一部追放され、以降国の道を肯定的に描く作品が増えた。
（
30（
八三年「精神汚染」批判で処分を受けたが後に復職。
（
31（
上記岩佐の論に同じ。
（
32（
中国の文革を主導した江青、張春橋、姚文元、王洪文のこと。文革
四人組とも呼ばれる。
（
33（
意識の流れ。意識流小説の代表作家として王蒙らが上げられ、八〇
年代流行の創作手法ではあるが、中国では一つの成熟した小説ジャンルになったのかについては曖昧である。
（
34（
探偵小説に代わり、推理小説という名が定着したのは第二次世界大
戦以降だった。
（
35（
康東元「中国における日本の近・現代文学 翻訳」 『日本近・現 文
学の中国語訳総覧』勉誠出版株式会社
　
二〇〇六年一月
（
36（
原文「在一九八〇到一九九〇年代的日本 学翻译中，推理小说在数
量上约占四分之一」 。王向遠「改革開放以降の日本翻訳文学（一九七九～二〇〇〇（
」 『日本文学漢訳史』宁夏人民出版社
　
二〇〇七年一〇月
（0（（
（
37（
康東元「中国における日本の『推理小説』の受容の様相
―
『改革開
放』以後の翻訳傾向を中心に」 『
Juncture: 超域的日本文化研究（三（
』　
二〇一二年三月
（
38（
中国社会科学院外国文学研究所より設立。
（
39（
原文「全国共发表有关日本文学的评论文章一百二十余篇」 、 「介绍了
一百多位作家的情况」 。李芒「日本文学在中国」 『外国文学』
　
一九八四
年四月
（
40（
康東元「中国現代社会と村上春樹・渡辺淳一の翻訳小説
―
日本文
芸の中国における受け入れ方（二
（」 『図書館情報メディア研究』三
（一（
　
二〇〇五年
（
41（
八〇年代末になると日本 学熱がある程度下がったのとともに研究
雑誌の廃刊も目に映るが、本稿ではこの点に触れない。
（
42（
原文「到了一九五〇年代以后，侦探小说创作的主要阵地转移到了日
本，日本成为当代世界侦探（推理（小说创作最繁荣的国家」 、 「一直到一九九〇年代末，中国的推理小说创作还处在艰难的探索阶段，为读者广泛接受的作家作品极为罕见」 。
　
王向遠「改革開放以降の日本翻訳文
学（一九七九～二〇〇〇（
」 『日本文学漢訳史』宁夏人民出版社
　
二〇
〇七年一〇月
（
43（
九九年の調査によるものだと日本のマスコミが主張するが、中国側
も概ねこの数字を認めている様子。全国人口統計調査によれば一九七八年の全国人口は九・四二億だということを考えると、国民の八〇％以上が見たということなので誇張の点がある 思われ が 史上最多の中国人観客数を持った日本映画と うのに異論はない。
（
44（
高倉健を偲ぶ追悼特集の一環として、二〇一五年一 月二六日ＴＯ
ＨＯシネマズ新宿にて中野良子 司会者佐藤利明との会談が行われていた。
（
45（ 『
Juncture: 超域的日本文化研究（三（
』　
二〇一二年三月
（
46（ 『跨境：日本語文学研究』
　
二〇一五年
（
47（
注（
45（に同じ。
（
48（
康東元「中国における日本の『推理小説』の受容 様相： 『改革開
放』以後の翻訳傾向を中心に」 『
Ju
n
ctu
re: 超域的日本文化研究（三（
』　
二〇一二年三月
（
49（
注（
28（に同じ。
（
50（
余談だが、南方への出稼ぎ売春婦を描く『サンダカン八番娼館
  望
郷』の中国ヒットもこの読みのパターンに一致している点が大きい。
（
51（
文革期に提唱されていた、文芸は「階級闘争の道具」として社会主
義革命のために奉仕すべきものだという論をめぐって、改革開放後は論戦が起こっ 。この論戦は一九八〇年「人民日報」の社説で文芸は人民と社会主義に奉仕すると述べたところで終着し、 「道具」論は終焉を迎えた。
（
52（
文革期に中学校、高校から辺境や農村に下放された、毛沢東を擁護
する若い「紅衛兵」世代。
（
53（
孫軍悦「悪と罪：
―
文化大革命直後の中国大陸における日本推理
映画の〈翻訳〉について」 『日本文学』六一（二（
　
二〇一二年
（
54（
他の二人の推理作家大藪春彦と赤川次郎は、その作品のエンターテ
インメント性が比較的に強いが、前者の作品には反国家、反体制的要素が含まれ、後者のヒット作『三毛猫ホームズの推理』も社会派ミステリーを主に発行する光文社カッパ・ノベルスから出版されていた。
（
55（
引用は『電影伝奇』番組のインタビューを受ける時佐藤監督 発言。
日本語の原文は残さ ていないため、引用は筆者によって中国語訳を再翻訳したものである。中国語訳「这个电影在日本刚刚上映的时候不是那么火」 、 「后来日本观众听说这个片子在中国特别火，反而又去看这部电影，增加了很多观众，算是反过来从中国引进的」 。 『電影伝奇 、崔永元（プロデューサー
（、二〇〇七年ＣＣＴＶ
―
1チャンネルにて公
開、映画製作の舞台裏を取材する番組である。
（
56（
出典同上。中国語訳「当时我去中国，走到哪，都会过来很多人跟我
说，这个电影我看过七次八次，或者说我当时没弄到票，没看上，非常懊悔」 。
（
57（
出典同上。中国語訳「二战结束的时候 正好上初一。之前受到的教
育是，人活着 要为国家做贡献，在战争中，为国家去死 所以我们根本不去想能不能活到二〇岁，估计不能。等战败了，美式教育被移植到日本，突然之间，人好像应该为自己活着。原来活着是为了死，现在活着是为了活，简直 知道该怎么办」 、 「等我长大了 拍电影了，我就想，个人和国家到底应该是一个什么样的关系，是 是为了国家 个人就得
（0（（ 苗：中国における日本近現代小説の受容研究――一九七九～一九九二年
牺牲一切，能不能相互融合，相互接受，这一直是我当导演拍摄时到一个主题。像这个电影，国家为了掩盖自己的错误，把个人整地很惨，这很符合我的口味」 。
（
58（
魏建亮「 「追心」
的秘密
―
日本訳制片《追捕》在中国流行的文化分
析」 『新世紀劇壇』
　
二〇一八年八月一日
　
原文「或许影片给人们带来
的更大震撼是，虽然日本实行无情的科层制管理模式，但在模式运作中它并没有因为模式的
＂无情
＂
而泯灭了基本的人情，相反，人与人之间，
哪怕是与犯罪嫌疑人之间，也以对他人人格的尊重 工作前提」 。
（
59（
作家の小説『結婚の生態』の題名に由来する。
（
60（
岩佐昌暲『八十年代中国の内景
―
その文学と社会』同学社
　
二〇
〇五年三月
（
61（ 『文学とは何か』加藤周一ほか訳
　
人文書院
　
一九九八年八月
（
62（ 『文学とは何か』角川書店
　
一九六〇年五月
（
63（
模範劇、見本劇。文革期には三〇〇余りの劇種が い出され、 《紅灯
記》 、 《白毛女》など八つの見本劇だけが許されていた。
（
64（
社会の暗黒面を暴露した作家の何人かが弾圧されたということを背
景に。
（
65（
注（
28（に同じ。

